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■シリーズ「クオリティの向上を！―訪問看護の充実をめざして」
訪問看護推進委事業・モデル事業の有効活用を
福井小紀子／堀田美波／岡野則子／木村浩美／白石恵子
■特別記事
3 年目を迎えたセコムの新卒訪問看護師育成　小西優子
■研究報告
在宅人工呼吸療法中の小児の家族への夜間滞在型訪問看護が看護師に与えた影響　1・2
　生田まちよほか
■実践報告
在宅療養が継続できず病棟で看取りにいたった症例の検討　松延理恵ほか

■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／高齢者虐待にどう
対応するか　和田忠志／ヒト・モノ・バをつなぐ認知症ケア　山崎正人／ほんとの出会い　岡田真紀
／100 歳までの道のり　城美奈子／お母さんといっしょ　横谷順子／自宅で死んでみませんか　皆
川夏樹

医療的ケアと生活支援のために，家族の介護支援のためにも小児への訪問看護はなくてはならないも
のです。小児訪問看護の充実に向けて，これまでの実践から得られたやりがい，課題，訪問看護を行
なう際の注意点などを特集します。

吉野朝子／山西紀恵／加部一彦
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特集 小児訪問看護の可能性
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●阪神・淡路大震災が起きたのは14年前の1月のことで，1月というと災害対策を考えてしまいます。「マグネッ
トステーション」「実践報告」でもふれられていますが，災害場面を想定した事前のシミュレーションなどが災
害時の困難の再認識につながるかもしれません。なお，1 号より新連載として横谷氏の漫画「お母さんといっ
しょ」の掲載が始まりました。「自宅で死んでみませんか」に続いて，右開きでご覧ください。………………富岡
●新しい1年が始まりました。介護職の待遇改善をはじめとして，医療福祉の現場の懸案となっていた課題がよ
い方向に動き出す年になってほしいと願います。特集した精神科訪問看護の取り組みからは，地域に看護や介
護専門職の連携があるありがたさが伝わってきます。人との関係が希薄になりがちな世の中，疾患や障害をも
たなくても生活していくには困難がつきもので，振り込め詐欺対策ではないですが誰にでも気さくに声をかけ
てしまう普通のおばちゃんパワーも有効かなと，自分にできることを思いました。……………………………伊藤
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